
令和４年度 新潟市西区社会福祉協議会 事業計画 

 

＜基本方針＞ 

近年の社会的環境等から生じる様々な福祉課題・生活課題に対し、国では令和３年４

月に社会福祉法を改正し、これからの地域福祉を推進する際の目指すべき理念として、

地域住民が互いを尊重し、個々の参加と共に生きることを基盤とした「地域共生社会」

の実現を示しました。 

一方、新型コロナウイルス感染症は、未だ収束を見ることなく、日常生活に大きな影

響をもたらしています。コロナ禍という厳しい状況においても、「思いやり、つながり、

支え合う」、住民主体の地域福祉活動が展開されることが期待されます。 

このような中、新潟市社会福祉協議会（以下「市社協」という。）は令和３年度を初

年度とする「市社協福祉ビジョン２０２１」を策定し、「総合支援型社協」としての組

織力を高め、ビジョン(６年後の将来像)である「支えあい、ともに笑顔で暮らすまち『に

いがた』」の達成を目指しています。 

西区社会福祉協議会(以下「西区社協」という。)は、新潟市西区地域福祉計画・地域

福祉活動計画「第３次いきいき西区ささえあいプラン」の地域別計画が地域住民自らの

計画として着実に展開されるよう、関係機関ととともに支援を進めます。また、令和３

年度に策定した「地区社会福祉協議会活動マニュアル」を周知、活用するとともに、関

係会議の開催や新たな助成制度を設けるなど、地区社会福祉協議会（以下「地区社協」

という。）の活性化を図ります。さらに、ひきこもり・８０５０問題の支援協議体「西

区ひきこもりびとミーティング」や生きづらさを抱える人たちのボランティア活動体験

の場の運営などをネットワークを活かして多機関協働で進めます。 

 

＜基本目標＞ 

１ 「孤立を見逃さない地域づくり」を実現するために 

  性別や年齢、考え方などの多様性を受け入れ、誰もが地域で活躍できるよう住民

主体の取組みを支援します。 

 

  方針１ 住民主体の支え合う社会の実現 

    「声なき声」や少数意見等の潜在的なニーズも受け止め、地区社協、地域コミ

ュニティ協議会（以下「コミ協」という。）や自治会・町内会などと協働して、

地域共生社会づくりに向けた取り組みを広げていきます。 

 

方針２ 福祉教育の推進 

    すべての人がかけがえのない存在として尊ばれるよう、地域住民とともに学び

合い、「共に生きる力」を育みます。 

 

   



方針３ 地域福祉活動の担い手育成 

    地域福祉の担い手となる人材の育成・確保に向けて、ボランティア意識の醸成

と活動への参加が促進されるよう情報提供の機会を拡げます。 

 

  方針４ 総合相談機能の強化 

    地域住民のだれもが、生活における困りごとや気がかりなことを、相談につな

げることができる地域づくりを目指します。 

 

 

 ２ 「ネットワークを活かした一人ひとりの困りごとの解決」を実現するために 

  さまざまな組織・関係機関をつなぎ、あらゆる分野のネットワークを活かして、

重層的な連携・協働により、地域生活課題解決に向けた支援を行います。 

 

  方針５ 重層的な包括支援体制の整備 

    把握した地域生活課題を、地域住民や地域包括支援センターなどの多様な組

織、支援機関と連携・協働し、柔軟かつ迅速に活動できるネットワークを構

築して課題解決を図ります。 

 

  方針６ 先駆的な事業の実施 

    コミュニティソーシャルワーク機能を駆使して、生活困窮者や制度の狭間の

ニーズに積極的に関わり、丁寧な個別支援と課題解決のための新たな社会資

源の開発等によって、社会的援護が必要な人の地域生活を支えます。 

 

  方針７ 地域福祉推進のプラットホームづくり 

    部門を超えた連携により、社協が有する資源やネットワークを活かしながら、

総合力を発揮して地域生活課題の解決に努めます。 

 

  方針８ 生活全体のアセスメントを通じた協働実践 

    寄せられた相談を、他の関係機関につなぐと同時に社協の支援を終結させる

ことなく、ともに支援や見守りを継続します。 

 

３ 「信頼され、安定した区社協運営」のために 

事業運営の透明性を確保し、積極的な広報・情報発信を行い、区社協への理解を

より一層区民に周知していくとともに、会員会費（一般会費・賛助会費）をはじめ

とした自主財源の安定的な確保に努めます。 

 

 

 

 

 



＜主な事業の概要＞        ※（ ）内は事業の主な財源と予算額 

方針１ 住民主体の支え合う社会の実現 

 

（１）地区社会福祉協議会支援事業 重点 （一般会費 3,033千円） 

   前年度一般会費納入額の３０％を地区社協の活動費として交付します。 

また、前年度に策定した「地区社会福祉協議会活動マニュアル」を地区社協役

員等に周知し、活用を図ります。さらに、地区社協会長・事務局長会議を開催し、

地区社協の活動や状況等について情報共有を行います。 

 

 （２）地域福祉活動計画推進事業 重点 （一般会費 455千円） 

西区地域福祉計画・地域福祉活動計画「第３次いきいき西区ささえあいプラン」

（以下「プラン」という。）の２年目にあたり、15 地区の「地区懇談会」に参加

し、地域別計画の取り組みを支援します。また、プランの取り組みを進める地区

社協に対し、助成を行います。 

 

（３）地域ふれあい助成事業 （一般会費 1,452千円） 

  お互いに顔がわかる関係の構築と、生きがいや社会参加の場づくりを目的とし

て自治会・町内会や地区社協・コミ協が主体となって実施する「世代交流」、「い

きがい推進」、「ふれあい給食」、「障がい者交流」の各事業に対し助成を行います。 

  ※前年度に続き、訪問型の活動にも助成を拡大します。 

 

（４）歳末たすけあい助成事業 （歳末たすけあい配分 3,577千円） 

  歳末たすけあい募金の配分事業として、歳末時期に地域や施設で行われる世代

交流事業等に助成を行います。(10月～１月に対象期間を拡大する予定)  

  ※前年度に続き、訪問型の活動にも助成を拡大します。 

 

（５）友愛訪問事業 （共同募金配分 1,408千円）                      

見守りが必要な概ね７０歳以上のひとり暮らし高齢者等を対象に、孤独感の解

消や安否確認を目的として、定期的に地域のボランティアが対象者宅を訪問しま

す。 

 

 （６）おせち料理宅配事業 （歳末たすけあい配分 1,823千円） 

  友愛訪問事業の対象者へ、年末に地域のボランティアがおせち料理を持って訪

問し、年末年始の孤独感の解消と安否確認を行います。 

 

（７）サロン支援・助成事業 （市補助金 1,402千円） 

   地域での居場所づくりを立ち上げから支援するとともに、定期的に開催される

地域の茶の間（いきいきサロン）に対し、運営費の助成を行うとともに、実施団

体の情報交換会を実施します。 



 

（８）子育て支援事業 （共同募金等 845千円） 

  子育て支援として、地域で子育てを見守るための多世代交流の場づくりや子ど

も食堂の立ち上げを支援するとともに、実施している団体に対し運営費の助成を

行います。なお、子ども食堂の助成額を食数により増額します。 

 

（９）未来の豊かなつながりづくり事業 拡充（市補助金・歳末繰越 1,090千円） 

コロナ禍で進む社会的孤立や生活困窮への支援に取り組むボランティアや NPO

団体の活動に対し、助成を行います。また、電話による見守り活動を行う自治会・

町内会へ助成を行います。さらに、インターネットツールを活用し、オンライン

での交流や情報交換ができるよう支援します。 

 

（10）緊急情報キット配布事業 

  高齢者等の緊急時・災害時に、救急隊員等がその方の医療情報や緊急連絡先を迅

速に把握するため、冷蔵庫に入れる筒型の情報キットを、自治会・町内会を通じ

て配布することで見守りの活動のきっかけとします。 

 

方針２ 福祉教育の推進 

 

（11）福祉教育推進事業 （市補助金 60千円） 

 学校での総合学習や企業・地域からの依頼により、地域の社会資源等を有機的

につなげる福祉教育を実践するとともに、様々なテーマで出前講座を実施します。 

 

（12）福祉啓発事業 （一般会費 40千円） 

  出前講座や地域、各団体等の催事等へ積極的に出向く機会を増やすことで、西

区社協の活動や事業をＰＲするとともに、福祉の啓発を行います。 

 

（13）西区地域福祉推進フォーラム （寄付金等 321千円） 

  地域住民が相互に支えあう地域のつながりの構築を図るため、地域住民の福祉

活動への理解と意識を高めるきっかけづくりの機会として、時勢の福祉課題をテ

ーマにフォーラムを開催します。 

 

（14）広報事業 （賛助会費等 363千円） 

   事業および地域活動の周知、啓発を図るため、機関紙「西区きらりんだより」

の発行と、ホームページ・フェイスブックにより活動の様子を発信します。 

  西区社協パンフレットを活用し、社協活動をＰＲしていきます。 

  また、協力いただけるコミュニティ協議会等の広報紙への記事掲載について検

討します。 

    

 



 

方針３ 地域福祉活動の担い手育成 

 

（15）西区ボランティア・市民活動センター運営事業 （市補助金 382千円） 

   ボランティア・市民活動に関する相談・情報提供などを行う相談窓口としての

センター機能の充実と情報誌「ボラちゃん」を発行し、ボランティア活動の啓発

を図ります。また、西区内のボランティア・市民活動がより活発になることを目

的に、多種多様な機関・団体からなるボランティア・市民活動センター運営委員

会を開催し協議します。 

 

（16）ボランティア・市民活動育成事業 （市補助金 112千円） 

あらゆる世代の区民がボランティア・市民活動に関心を寄せ、西区におけるボ

ランティア活動の裾野が広がり、活動が定着することを目的として講座等を開催

します。 

 

（17）元気力アップサポーター事業 （法人会計／市受託事業） 

 高齢者がサポーター活動を通じて社会参加することで、より元気になっていた

だくことを目的に行います。随時、サポーター説明会を開催するとともに、コロ

ナ禍により活動先が減少したサポーター向けに社協が特例で活動場所を設ける応

援事業も実施します。 

 

（18）思いやりのひとかき運動事業 

12月～２月の冬期間、地域での思いやりと助け合いの心を育む運動として、西

区役所建設課と協力し、バス停や交差点などに除雪のためのスコップを設置しま

す。 

 

方針４ 総合相談機能の強化 

 

（19）日常生活自立支援事業「あんしんサポート」(法人会計) 

  判断能力が不十分な方が住み慣れた地域で自立した生活が送れるよう、生活支

援員による福祉サービスの利用援助や支払い手続き等の支援を行います。 

 

（20）生活福祉資金貸付事業 （県社協受託） 

低所得世帯等に対し、低利での資金の貸付と必要な援助指導を行うことにより

経済的自立や社会参加の促進を図り、その世帯の安定した生活を確保することを

目的に、区社協が窓口となって相談・貸付の手続きを行います。 

※新型コロナウイルス対応特例貸付の相談を含みます。 

 

 



 

（21）高校進学のための相談支援事業 

支援を必要とする子ども及びその世帯の孤立状態を防ぐことを目的とし、区内 

   の各中学校へ出向き、高校進学に必要な経済的支援の一覧表（奨学金等の情報）  

   の周知及び配布を行い、制度の利用を含めて相談支援します。 

 

方針５ 重層的な包括支援体制の整備 

 

（22）地域包括ケア推進事業（市受託金 709千円） 

  第１層のＳＣを配置し、第２層のＳＣ及び西区役所と連携し、社会資源の把

握・開発や区域内関係機関との連携に努め、地域での支え合いのしくみづくりに

取り組みます。（ＳＣ＝支え合いのしくみづくり推進員） 

 

方針６ 先駆的な事業の実施 

 

（23）コミュニティソーシャルワークの推進 重点（寄付金・繰越金 744千円） 

コミュニティソーシャルワーカーを中心に、個別課題への支援と地域における

福祉活動の相談や情報提供を行います。また、福祉職間の連携や情報共有、さら

には専門機関とコミ協関係者、民生委員児童委員などの地域関係者との地域連携

や専門機関、地域関係者との連携を図るため、情報共有の場としてにし Co.Mi.NET

を開催します。また、前年度組織化された「西区ひきこもりびとミーティング」

の取り組みをさらに展開し、オンライン相談日を設けるなど、個別支援を進めま

す。 

 

（24）ボランティアサロン「じょいなす」 新規（市補助金 50千円） 

生きづらさを抱えた人やひきこもり状態の人が社会へ一歩踏み出せる場として、

ボランティアサロン「じょいなす」を開催します。 

 

方針７ 地域福祉推進のプラットホームづくり 

 

（25）災害ボランティアセンター運営事業 （市補助金 234千円） 

西区災害ボランティアセンターの設置運営について、関係団体や機関が連携協

働できるよう、設置訓練・研修を実施します。また、災害ボランティアセンター

ネットワーク会議に地域住民代表（地区社協等）も入れ開催します。 

 

 

 

 



 

方針８ 生活全体のアセスメントを通じた協働実践 

 

（26）西区こども学習支援事業 （市受託金 4,119千円） 

生活保護世帯及び低所得者世帯の中学生等に対して進学の重要性・持続的な学

習習慣を身につけることを目的とする学習会（土曜１回、日曜２回）のため、大

学生サポーターを募集、登録し、コーディネートを行います。 

 

方針９「信頼され、安定した区社協運営」のために 

 

（27）社協一般会員会費及び賛助会員会費の安定確保 

区社協事業の財源となる会員会費について、あらゆる機会を捉え、区民、自治

会・町内会、福祉団体及び企業等に対し、社会福祉協議会の事業等の周知に努め、

会員会費の確保に努めます。 

 

（28）理事会機能の充実・強化 

  区社協の運営、事業執行に多様な意見を反映させるため、理事会や委員会を開

催し、より開かれた区社協運営を図ります。 

 

その他 

 

（29）老人福祉センター黒埼荘の運営（市受託金／指定管理事業 41,505千円） 

高齢者の健康増進、教養の向上、娯楽の増進及び憩いのための入浴施設である

黒埼荘の管理・運営を行い、必要のある方は相談につなぎます。大広間を活用し、

定期的に体操の時間を設けます。また、引き続き、新型コロナ感染症防止に努め

ます。 

 

（30）民生委員児童委員との連携・協力 

地域福祉の担い手である民生委員児童委員への社協事業・活動の理解を深め、

協働をさらに進めるため、毎月の西区民生委員児童委員会長連絡会および地区民

生委員児童委員協議会の定例会に参加します。（12 月 1 日に一斉改選が行われま

す。） 

 

（31）赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金運動への協力 

区社協に新潟県共同募金会新潟市共同募金委員会西区分会の事務局を置き、赤

い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金運動に協力するとともに、助成金情報の

発信に努めます。 

 



 

  


